
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。

※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成
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東証REIT指数 1,903.30 0.16% 1.51% 4.77% ▲5.65%

＜ご参考＞
TOPIX（東証株価指数）

2,359.02 0.39% 2.94% 15.01%

国内リート見通し

マーケットの動き（2023年9月4日～9月8日） 東証REIT指数、TOPIXの推移
（期間：2022年8月31日～2023年9月8日）

情報提供資料
2023年9月11日

2023年竣工ビルのほとんどでリーシングに進捗があったことや、出社率が大幅に回
復していることなどを背景に、オフィス空室率はピークアウトするとみています。ま
た、人流の戻りや中国の訪日団体旅行の解禁などから、ホテルを中心に商業施設や住
宅、物流施設などで賃料の上昇が期待されます。当面の間、日銀は金融緩和政策を継
続すると期待されることからも、国内リート市場は緩やかな回復基調を辿ると予想し
ます。

国内各種資産利回り
2023年9月8日時点

20.50%

投資環境見通し（2023年9月）

騰落率

前週比 1ヵ月前比 6ヵ月前比 1年前比
9月8日

国内リート市場は、緩やかな回復基調を辿ると予想

先週の国内リート市場は、前週末比で上昇しました。
円安・米ドル高の進行を好感した国内株式の上昇などにより投資家のリスク選好姿勢
が高まり、東証REIT指数は年初来高値を更新しました。
セクター別では、オフィスセクターや商業・物流等セクターが上昇した一方、住宅セ
クターは下落しました。
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